
特定非営利活動法人 日本寧夏友好交流協会

１　事業実施の方針

２　事業の実施に関する事項
（1）   特定非営利活動に係る事業

一般・会員：１０名 補正対応

中国との経済交流
の促進

寧夏産品の展示 実施せず 東京 東京島根県人会中止につ
き

寧夏大学生の訪問受
入

８月か２月 県内 ８名 県内大学、行政機関
大学生１２名

補正対応

小（中）学生の冬休
み研修受入

８月か２月 県内 ８名 県内小（中）学校
小学生１５名

補正対応

中国との介護人材
交流

寧夏介護学校生・施
設職員の介護体験受
入

１～３月 県内 ６名 県内介護福祉士養成校・
介護事業所
介護学生８名×２回

425

一般・会員：３０名 180

在住寧夏出身者：２５名

機関紙の発行 事務局 ２名 60

☆記念誌発行準備 １１月～ 事務局 ６名 10

☆セミナー開催 ３月 松江市 ８名 300

（2）   その他の事業

予定なし 0

(D)受益対象者の範囲
(E)予定人数

事業費の
予算額

（千円）

６名

学生植林ボランティアほ
か２０名

２０２１年度事業計画書

２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日

　新型肺炎の影響で東京での行事開催困難と寧夏との往来再開の見通しが立たない状況下で、実施可能な事業を
行う。
  ①寧夏への訪問団派遣、寧夏からの訪問団受入れについては、往来が可能となった場合に予算措置を行う。
　②介護交流については、日本郵便の助成金を活用し介護体験受け入れを行う。
　③経済交流については、東京で寧夏産品の紹介を行う（島根県人会総会開催が前提）。
　④より多くの市民の参加が出来るようＰＲ活動の充実と会員数の増加を目指す。
　⑤来年度の発行を目指して協会設立１０周年記念誌発行の準備を始める。
　⑥ＮＰＯ法人として確実な運営を心がける。

事業名 事業内容
(A)実施
予定日時

(B)実施
予定場所

(C)従事者
の

予定人数

中国からの日本訪
問団受入、交流

中国における砂漠
緑化、環境意識啓
発及び文化交流

中国寧夏における砂
漠緑化活動及び交流
活動

未定 中国寧夏
回族自治
区

在日中国青年との
交流と支援

寧夏からの留学生や
OBと交流

７～３月 松江市、
浜田市、
東京都

６名×３
回

会員・一般：１００名

交流の記録・法人
のＰＲ事業

会員・一般：５００名６月、１０
月

会員・一般：５００名

事業名 事業内容
実施予定

日時
実施予定

場所
従事者の
予定人数

支出見込
額

（千円）


